
「わたしは福音を恥としな
い」。パウロは、なぜわざわざ
そう語ったのでしょうか。 
パウロがそう語った背景には
2つの可能性が考えられます。
一つは、周りの人たちが福音を
恥とする、あるいは否定すると

いう状況があって、そうした状況に対して語られ
たということです。もう一つは、パウロ自身に福
音を恥じる思いがあって、そうした思いに対して
語られたということです。おそらく、そのどちら
も考えられ得ることだと思います。 
そもそも、「福音」とは、ローマの信徒への手紙
1章2節以下に明言されているように、「御子に関す
るもの」で、端的に言えば御子の復活です。主イ
エス・キリストの復活とそれによってもたらされ
た罪の赦しが、パウロの語る福音です。しかし、
それは人を深く躓かせる話でもありました。 
皆さんは、パウロがアテネでキリストの復活の
話をした時のことをすぐに思い浮かべるのではな
いでしょうか。そのとき、復活の話を聞いたアテ
ネの人たちは、ある者はあざ笑い、ある者は相手
にしませんでした。しかし、パウロは、そうした
外部の状況に対してだけではなく、自分自身の内
部にも、「わたしは福音を恥としない」と語らざる
を得ない思いがあったのではないでしょうか。パ
ウロは、コリントの信徒への手紙一1章18節で、
「十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かな
ものですが、わたしたち救われた者には神の力で
す」と語っています。「滅んでいく者」とはキリス
トの福音の外にいる人たちのことで、その人たち
にとってはキリストの復活は「愚かな」話なので
す。ですから、その人たちから見れば、キリスト
の福音に生きる者は「愚か者」と見なされていた
わけです。そして、そのことを、パウロは十分自
覚していたのです。常識に全く反する復活を信じ

ている者は愚か者なのです。ですから、それを信
じることは「愚か者」となることであり、それは
恥をも忍ぶことであったのです。パウロが、「わた
しは福音を恥としない」と言うとき、そうした拮
抗する思いがあったのではないでしょうか。 
それでは、なぜパウロは、その愚かさを知りな
がらも、「わたしは福音を恥としない」と言い得た
のでしょうか。それは、それに続く次のパウロの
言葉に示されています。「福音は、ユダヤ人をはじ
め、ギリシア人にも、信じる者すべてに救いをも
たらす神の力だからです」。パウロは、福音は神の
力であると語るのです。そして、福音によって神
の力を与えられ、福音が真実であることを知らさ
れたゆえに、「わたしは福音を恥としない」と語る
のです。理性的説明によって福音を信じたのでは
ないのです。そうではなく、福音を受け入れ、信
じることができたのは、神の力に与ったからであ
ると言うのです。 
キリストの復活は、到底この世の知恵では理解
し得ないことなのです。それはただ、キリストの
福音を知らされ、それを信じ、それによって神の
力に与った者だけが知り得ることなのです。逆に、
もしキリストの福音をこの世の知恵で知ることが
できたならば、神はもはや人間を導く超越的存在
ではなく、人間の手中にあって自由に扱われる一
つの知識となってしまうのではないでしょうか。
それは、一つの知識とはなっても、真実に人を神
へと引き上げるものにはならないのです。 
しかし、神はそうはされなかったのです。キリ
ストの復活という、この世の知恵では到底理解し
難い愚かな福音によって、神はわたしたちを信じ
る者としてくださったのです。それは、何と深い
神の知恵、神の配慮ではないでしょうか。ですか
らパウロは、最後にこう語るのです、「神の愚かさ
は人よりも賢く、神の弱さは人よりも強い」（コリン
トの信徒への手紙一1：25）と。

（1）
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アジア学院校長　荒川　朋子 
 
アジア学院の創設を先導し、今日までアジア学
院の心の師であられた高見敏弘先生が9月6日、91
歳で天に召された。12月13日に開かれたお別れの
会では、卒業生、教会関係者、ＮＧＯ関係者など
約260人が国内外から集まり、先生の交友関係の広
さを思わせた。特に、先生がいかに全ての人に対
して平等に、また友として愛をもって接してこら
れたか、また多くの友から愛されてきたかが証さ
れた。 
高見先生の幼少時、青年時代は決して恵まれた
ものではなかったと思う。満州に生まれ育ち、10
歳で帰国。貧しさから家族と離れて禅寺から学校
に通った。しかしこの少年期の禅寺での生活で、
高見先生は物に執着しない清貧を尊ぶ心と、「自然
のおおらかで厳しい、また秩序正しく美しい営み

から、自分自身の生の在り方を学ぶ」姿勢を身に
着けた。この高見先生の自然と共振しながら謙虚
に神の前に立つ姿勢は、今日でもアジア学院精神
の根底にある。 
高見先生は20代でアメリカ人宣教師と出会い、
アメリカ留学を経て牧師となる。そして農村伝道
神学校で教鞭を執っていた1972年にバングラデッ
シュでの災害復興支援活動に参加。貧しい農村の
被災民からなけなしの食べものを振舞ってもらっ
た経験から、貧しい人々が「乏しさを分かち合う」
生き方に、「人間の最も美しい尊厳」と人類の共生
のあるべき姿を見る。そこから世界の人がいのち
と食べものを分かち合い、共に生きることを目指
す学び舎の創設のビジョンが生まれた。そのビジ
ョンが45年間で57国に約1400人の農村指導者を輩
出し、同時に多くの人々にかけがえのない体験を
与えることを可能にしてきた。

追　悼・高見敏弘教師

関東教区通信委員会では毎号、教区通信の内容
を音読しＣＤに録音し、必要とされている方々に
無料でお送りさせていただいております。 
音訳というと、何か大変な作業のように思われ
るかも知れませんが、教区通信を音読し、ＩＣレ
コーダーやスマホを使って録音します。そして、
録音したデータをメモリーカードに記録していた
だく作業です。 
録音の途中で間違って読み上げても、そこで中
断し、少し前の所から読んでいただいて録音して
いただくことで、容易に編集することができます。 

現在、録音していただいたデータはすべてパソ
コンの上で編集し、ＣＤに記録しますので、どな
たでもこの奉仕をしていただくことが可能です。 
データの編集は、教区通信編集委員が行います
が、教区通信を音読して録音していただく方を求
めています。複数の方に奉仕していただきますの
で、1年または2年に1度の作業です。ぜひともご
協力のほどよろしくお願いいたします。 
お問い合わせは、宇都宮東伝道所の森田牧師ま
で。

教区通信　音訳奉仕者を募集しています

教区通信委員　森田　泰司（宇都宮東伝道所牧師）
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隠退教師の近況報告隠退教師の近況報告

【新しく隠退教師となられた先生方より】 
•尊いクリスマスプレゼント感謝して受領しまし
た。神様の導きに感謝して暮らしています。関
東教区のお働きを覚えて祈っています。 

（柳田　雅江） 
•教区の皆様の心のこもったご配慮にただ恐縮す
る次第です。感謝してお受け取りいたしました。 

（飯野　敏明） 
•Ｘマスプレゼントをいただきありがとうござい
ました。大切に使わせていただきます。「神の愛　
人のご恩の深さかな　この身このままアーメン　

アーメン」 （鎌田　正之） 
•教区・みな様からの心暖かいクリスマスカードと
プレゼントを賜り、心より感謝申し上げます。隠
退後のこの1年、月に3度近隣教会の礼拝応援な
どに用いていただいております。 （指方　周一） 
•お覚えいただき感謝いたします。健康も支えら
れて、読書を楽しみながら過ごしています。 

（佐藤　謙吉） 
•御多忙の中、退いた者にまでお心配りして頂き、
どうもありがとうございます。教区・諸教会・
先生方・教会員の皆様のお働きが守られ祝され
ますように。 （清水　義彦） 
•この度はよいものをいただき有難うございます。
皆様のお働きの上に主の祝福をお祈りします。 

（川真田　正） 
•尊いクリスマスのお祝いを賜りまして、感謝申
し上げます。学生時代のキリスト者学生会の仲
間達と、二つの勉強会を続けております。ギリ
シャ語とラテン語で苦労しております。元気で
す。 （石神　稔） 
•クリスマスおめでとうございます。思いがけな
いクリスマスプレゼントに驚くと共に、心から
の感謝の思いを深くしました。教区の働きが祝
されますようお祈りしています。 （森　淑子） 

•感謝申し上げます。専らＮＰＯ羽生の杜の活動
に専念しております。 （田村信征） 
•クリスマスおめでとうございます。小さき者を
覚えて、教区からの大きなプレゼントを感謝い
たします。関東教区の諸教会が、これからも、
一層主の恵みの器として用いられますように祈
ります。 （西海　満希子） 

 
【療養中、リハビリ中です。ご加祷下さい】 

•2度の開腹手術で入院生活が続き、体力も相当減
少しました。今はだいぶ元気になり、歩くこと
もできます。 （小鮒　實） 
•足腰が痛く歩行が大変です。娘の車と歩行器を
使って、礼拝を捧げられており、何より感謝で
す。 （勇　淑子） 
•昨日、道路で転び左胸の肋骨と左脚の付け根を
骨折し、動くのが大変でベット生活です。 

（代　ベーケン・Ｊ・ハーバード） 
•11/9から、思いがけず左足深部血栓症で3週間入
院しました。 （大津　惠子） 
•2016年12月より病気続きです。子供たちの世話
になる為、転居します。 （加藤　玄明） 
•12/7に転び、右肩を強打し右手が使えませんが、
明るく生きています。 （小倉　奎信） 
•キングスガーデンに入所以来、2年が経ち、ベッ
トと車椅子の生活ですが、ＣＤの讃美歌を毎日
聞き、週2度の礼拝に参加し穏やかに過ごしてい
ます。 （代　岡本　不二夫） 
•何とか生かされて、部屋の中は杖によって歩け
ています。 （代　風間　直次郎） 
•11/22に急性心筋梗塞を発症して倒れ、救急車で
大学病院に緊急入院。一命をとりとめ、本日無
事に退院しました。 （櫻井　義也）

関東教区を最後に隠退された教師・パートナー83名の方へ、手作りのクリスマスカードと１万円の
プレゼントをお送り致しました。引退後も憶えられていることを大層喜ばれ、感謝しておられます。
年々、自筆での受領サインが難しくなっている方々が増え、淋しい思いもありますが、近況報告か
ら一部をご紹介いたします。（原文のまま）
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2018年10月15～16日（月・火）に、茨城県のい
こいの村涸

ひ

沼
ぬま

を会場に、関東教区教師部研修会が
行われました。講師に中村町教会牧師、東京神学
大学教授（旧約聖書学）の小

お

友
とも

聡
さとし

先生をお迎えし、
「現代日本の教会における聖書解釈 ─ＶＴＪ・ＮＴ
Ｊ聖書注解の監修者として─」というテーマで、
二日間有意義な学びの時を持つことができました。
また、40名近くの教師が集い、交わりの時を与え
られましたことに感謝いたします。 
研修会は開会礼拝に始まり、2日目の早天礼拝を
経て閉会礼拝によって締めくくられました。それ
ぞれ福島純雄師、羽島載

ジェ

憙
ヒ

師、澁谷弘
ひろ

祐
すけ

師にご奉
仕いただきました。 
今回の研修は、新しい注解書の
シリーズをめぐって展開されまし
たが、小友先生は1日目のご講演
の中で、従来の他の聖書注解シリ
ーズの特徴を踏まえつつ、新しい
注解書が書かれることのそもそも
の意義や、注解書の執筆・出版事
情についてお話しくださいまし
た。 

そのご講演を踏まえて、分団での交わりの中で、
小友先生への質問・意見を出し合い、2日目の最初
には、小友先生から回答をいただく時間を持ちま
した。先生の「注解書には『賞味期限』がある」
という表現や、長期にわたる出版事情など、様々
な点に参加者からの意見が出ていました。 
その後、2日目のご講演をいただき、ＶＴＪの出
エジプト記注解をもとに、シリーズの特徴や執筆
者の鈴木佳秀師の思いを語っていただきました。 
聖書と向き合い、現代日本に福音を語る務めへ
の思いを新たにされる時となりました。

教師部委員長　羽島　健司（足利東教会牧師） 

教師部研修会報告

関東教区推進委員　滝川　英子（七里教会） 

隠退教師を支える運動にご協力ください─協力推進員の紹介

「隠退教師を支える運動」が、主のお導きと皆様
のご協力により40年間祝福されてきました事を感
謝し、ここに５地区の協力推進員をご紹介致しま
す。 
新潟地区　村山　久夫（十日町） 

群馬地区　半田香代子（原市） 
栃木地区　國吉常喜與（宇都宮上町） 
茨城地区　山本　安生（鹿島） 
埼玉地区　北原　征一（大宮） 
関東教区推進委員　滝川　英子（七里）

訂　　正 
152号11頁右コラム7行目               誤　川真　田正    正　川真田　正 
153号13頁左コラム茨城地区1行目   誤　10月20日      正　9月24日 
　上記の誤りをお詫び申し上げると共に、訂正致します。 関東教区教区通信委員会
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○第68総会期第3回常置委員会(11月13日大宮教会） 
・第2回常任常置委員会（1月15日教区事務所） 
・宣教部より、開拓伝道協議会について、次年度以
降自主活動団体として活動を続けることが報告さ
れた。 
・関東教区部落解放推進委員会より、次回部落解放全
国会議を関東教区で開催して欲しいとの依頼があ
り、大宮教会を主会場として受け入れる方向である
ことが報告された。報告を受けて、議案としてこれ
を扱い、教区として受け入れることを可決した。そ
の後、常任常置委員会において、日程を2019年
10月29日～31日となったことが報告された。 
・春季教師検定試験受験志願者の面接を行った。西
谷祐司氏（大宮教会）、川崎なおみ氏（宇都宮上
町教会）の2名の面接を行い、推薦を行うことを
可決した。 
・阿部洋治教師の正教師登録にあたり、どのように
扱うべきかを協議し、教師の身分の問題なので、
教区で議論すべき事柄ではないと判断をし、教団
信仰職制委員会に諮問することにした。 
・教区諸委員会の整理・統廃合及び常設委員会と特
設委員会との種別の変更ならびに委員会名の改称
について、委員会の整理をすることを第一の目的
とし、委員会の種別の確定については、教区規則
の変更も含め時期を見て行うこととした。今回の
委員会整理では、今まで19あった委員会を10程
度に整理することになる。基本的、すべての委員
会を特設委員会とする。 
・関東教区教会互助施行細則について、「地区委員
会の議を経る」ことについて、整理をし、補則13
条として追加した。以下が追加事項。 
　①　施行細則第３条に掲げる書類は、地区委員会
の議を経て教会互助特別委員会に提出しなければ
ならない。また特に明言がない場合においても、
本施行細則に規定されている諸互助申請について
は、すべて地区委員会の議を経て教会互助委員会
に提出しなければならない。 
　②　地区委員会は、施行細則第３条その他諸互助
申請に必要なものとして掲げられている書類につ
いて、誤りや不備などがないか精査し、訂正すべ
き箇所があれば書類の再提出を求めるものとす
る。必要があれば申請した教会・伝道所を問安す
ることができる。 
　③　地区委員会は、施行細則第３条その他諸互助
申請に必要なものとして掲げられている書類につ
いて、誤りや不備がないと認めた場合には、当該
申請を受理し教会互助特別委員会に提出しなけれ

ばならない。 
　④　但し上記の場合においても、当該教会が謝儀
互助などを受給することについて、地区委員会と
しての意見を付することができる。教会互助委員
会及び常置委員会は、諸互助の支給決定にあたっ
ては、当該意見を十分に考慮するものとする。 
・向山荘の扱いについて、法人敬和と懇談をした。
今後も継続して、向山荘跡地の扱いについて検討
を重ねていく。 
・教区総会開催について、第69回教区総会は、新
潟地区の設営担当で、2019年5月30日～31日の
日程で大宮ソニックシティ小ホールを会場に行わ
れる。次期総会も、今総会同様に、分科会を持た
ない。 
・各地区総会への派遣者を確定した。 
　新潟地区総会　3月10日午後3時　新潟教会 
　　熊江秀一常任常置委員（大宮） 
　群馬地区総会　3月10日午後2時　前橋教会 
　　栗原清常任常置委員（武蔵豊岡） 
　栃木地区総会　3月17日午後2時30分 
　　四條町教会　小池正造教区書記（東新潟） 
　茨城地区総会　3月10日午後2時 
　　つくばクリスチャンセンター 
　　東野尚志教区議長（聖学院） 
　埼玉地区総会　3月21日午前9時30分 
　　大宮教会　福島純雄教区副議長（筑波学園） 
・各種申請に関する件（敬称略） 
（1）教会担任教師異動 
　　高崎南教会　就 田尻　真介（主・正） 
（2）宣教師登録 
　　アジア学院　マッカリー里見（UMC）  
（3）退任届 
　　澁谷　一雄　（無任所・補） 
各種申請･届 
　（1）互助申請 
　教会協力費（集会・事業） 
　　秩父教会（集会）講演会 
　緊急互助 
　　日立教会　島田進、島田信子 
　（2）教団伝道委員会開拓伝道援助申請 
　　　草加教会 

◇　◇　◇ 
北海道胆振東部地震支援献金報告 

多くの方々より北海道胆振東部地震への教区支援に
ついて覚えていただき、感謝をいたします。12月末時
点で、879,759円の献金をいただきました。北海教区
へのお見舞い、現地への派遣費用として用いさせてい
ただきました。現地派遣レポートは、教区ホームペー
ジ掲載してありますので、お読みください。

教区書記　小池　正造

第68総会期第3回常置委員会報告・第2回常任常置委員会報告
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主事　金刺　裕美 

 
2018年度も残り少なくなってまいりました。こ
の時期、どこの教会・伝道所でも予算編成や決算
準備でご多用な日々をお過ごしのことと思います。
主の御恵みの内にお過ごしください。 
◎2018年度教会負担金　納入のお願い 
まだ、完納されていない教会・伝道所は、でき
るだけ早く納入をお願いいたします。 
◎書類一式を、3月はじめにお届け致します。 
年度報告書、教区総会関係書類をはじめ多くの
書類を送付いたします。必ず、「送付書類・受領・
提出確認表」により中の書類を確認後、書類作成
担当者にお渡しください。2019年度の教区総会は、
5月30・31日（木・金）に開催されます。報告・議
案書の作成のために、それぞれの提出期限をご確
認の上、遅れないよう送付してください。 
◎各種申請書・年度報告書のフォームがあります 
教区HPにフォームがあります。どうぞご活用く
ださい。年度報告書は、作成後、必ず印刷してA3
版用紙2部ずつご提出ください。 
◎「自動払込希望科目確認書」提出　17日〆切 
現在利用の有無に関わらず、自動払込を希望さ
れる教会・伝道所は、締切日を厳守しご提出くだ
さい。締切日を過ぎますと、自動払込ができない
場合もありますので、ご了承ください。 
◎2019年度教団年金掛金支援金申請書の締切 
新年度、支援を希望される教会・教師は、地区
決裁を受けた後、教区事務所に5月末までの必着で
ご送付ください。6月第1回常置委員会で審議し決
定されます。その後の受付はありません。 
◎送金手数料軽減へのご協力をお願い致します 
4月より、ゆうちょ銀行の手数料が大幅に変更さ
れます。できるだけ自動払込をご利用下さい。 
•自動払込手数料                       25円→054円 
•窓口払込手数料     5万円未満   130円→200円 
                         5万円以上   340円→410円 

•ATM払込手数料   5万円未満     80円→150円 
                         5万円以上   290円→360円 
通信事務費は、各個教会からの教会負担金によ
り賄っていますので、極力、安価での送金にご協
力下さい。

 
保険事務　金刺　裕美 

 
インフルエンザが日本中を駆け回っています。
どうぞ、健康に気を付けてお過ごしください。 
◎3月分の自動払込日は、3月25日（月）です。 
再引落しはありませんので、期日前までに確実
な入金をしてください。 
◎異動時は、5日以内に保険者証を添付し返却 
被保険者の異動は、被扶養者の分も一緒に。被
扶養者の異動は、当人分だけ返送してください。 
◎新規加入を希望される方について 
4月は、加入手続き後保険証が手元に届くまで2、
3週間位かかります。直ぐに使用をご希望の方は、
新規加入に必要な書類等をお知らせいたしますの
で、早めに教区事務所までお問合わせ下さい。 
◎協会けんぽ　報酬額報告書の提出について 
等級決定（保険料算定）のための届出書です。
教会総会において確定された金額を記入の上、記
入漏れや押印等を確認の上ご提出下さい。 
◎4月～6月分保険等級は、3月分と変わりません。 
新年度、謝儀額の変更有無にかかわらず、4～6
月分の保険等級は変更は無く、保険料も3月分と同
額です。特に謝儀額が下がった場合に、保険料を
減額し送付してこられる教会が多々あります。ご
注意下さい。保険料に変更がある場合は、必ず事
務所からご連絡をいたします。それまでは従前の
額を送金してください。 
◎被保険者生活習慣病予防健診の受診について 
1人年1回の受診につき、埼玉県健康保険事業財
団から補助があります。受診希望の方は検診機関
で予約を取り、教区事務所へご連絡ください。 
健診機関では補助後の金額を請求されます。健
診料は、受診者本人の支払となります。 
◎「特定健診受診券」は、ご自宅に届きます。 
被扶養者（配偶者）の特定健康診査受診券・パ
ンフレットは、ご自宅に送付されます。

（6）

教区事務所だより 社会保険事務だより

編 / 集 / 後 / 記 
2月11日、茨城地区社会部の集会がつくばで開催され

た。実は朝から雪の予報で開催が心配された。しかし県
北ではほとんど降っていないとのこと。同じ茨城といっ

ても実に広い。これが関東教区となると雪国・新潟も属
しており「雪堀りキャンプ」も開催されている。教団の
豊かさは土地の広がりの豊かさでもある。 

（金子敏明）

◎新メールアドレスのお知らせ 
（数日間、メール切り替えのため不通になり、
ご迷惑をお掛け致しました。2019年1月22日よ
り下記のように変更となりました。） 
 
kantou@air.ocn.ne.jp
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日本基督教団 関東教区部落解放推進委員会   

部落解放だより 
 Ｎｏ．５８     ２０１９年３月３日 

 
 
 
 
 
 
	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	

11 月 23 日小山教会にて「栃木地区オータム

フェスタ」が開催されました。この「オータム

フェスタ」は、栃木地区が毎年行っているもの

で、栃木地区の色々な教会と交流を深め、学び

の時を持ちます。今年度は、関東教区部落解放

講座の担当が栃木地区でもあったので今年度

のテーマを「様々な差別に取り組むキリスト

者」～差別の根絶を目指して～と題して、協賛

という形で行いました。講師は、関東教区部落

解放委員でもある太田八幡教会安田耕一さん、

そして、西那須野教会大津惠子さんにお願いを

しました。	

開会礼拝は、小山教会の竹花基成牧師の担当

でエフェソの信徒への手紙 2 章 14～22 節より

メッセージを聞きました。	

午前中は、「部落差別に取り組むキリスト者」

と題して安田耕一さんにより、	

自分の生い立ちから今まで	

の歩みを通して、被差別部落	

の人とどのようにかかわって	

きたか、プロジェクターを通	

して学びました。中学、高校	

時代に沖縄の少女との文通	

やラジオを通して様々な人と	

交流を深め、出会うことの楽しさを知る機会が

与えられたこと、また当時は自分が何も知らな

かった事、インドのスラム地区に住む少女と家

族の出会いを通して、自身の考え、生き方が示

されたということでした。	

午後は、「弱い立場の者と共に歩むキリスト者」

と題して大津惠子さんのお話でした。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

自分が弱い立場の人と	

かわるきっかけは、北	

九州にある炭鉱の町筑豊	

で炭鉱労働者とその家族	

との生活を共にし、その	

暮らしの中で生きる人々	

に出会ったことでした。	

アメリカ・シンガポール、タイでの生活を体験

し、日本に帰国後、1991年タイやフィリピンか

らきている出稼ぎ女性の支援を始めました。そ

のかかわりの中で、タイ人女性から「私は人間

です」の一言は今も胸に突き刺さっていますと

言われました。人身売買については、主に日本

人が行っている現状を聞き、悲しくなりました。	

	

	 お二人の話を聞き、場所や時間は違うけれど、	

差別はどこにでもあり、その出会った体験によ

って、どう差別と向き合うかを考えさせられま

した。私たちは神様の創造物であると同時に、

神様に愛されている存在です。お互いが愛し合

い、信頼関係を築くことが差別撤廃の第一歩で

あることに気付かされました。	
部落の問題も大事、弱くされた人々も大事。
どれを優先すべきかではなく、どれも大事であ	
ることに私たちが気付いた時に、神様は私たち
をその差別に対して働きかけてくださるのだ
と感じることができました。今回、栃木地区、
関東教区の他の地区からの参加者は合わせて
62名でした。今後も差別に対する意識を高めて
いくことを心より祈り、神様が必ず与えてくだ
さることを望み信じています。	
	
	
	
	
	
	
	
	

 
 

­教区部落解放講座（栃木地区）­ 

栃木地区オータムフェスタにて： テーマ 

「様々な差別に取り組むキリスト者」 

〜差別の根絶を目指して〜 を開催 

益子教会・西那須野教会 牧師 大下正人 

 

 

 
講師：大津恵子さん 

関東教区部落解放推進委員会	

発行人代表	 	 	 	 熊江	 秀一	

埼玉県さいたま市大宮区下町3－39	

日本基督教団大宮教会	

連絡先	 TEL	048-641-6148	

郵便振替	 00140-3-67727	

加入者	 日本基督教団関東教区	

 

 
講師：安田耕一さん 
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２年に一度開催されている「部落解放全国会 
議」、その14回目となる全国会議を「狭山事件」

の現地でもある関東教区で、2019年 10月 29〜

31 日に開催する方向で準備が進められていま

す。受け入れに当たっては、教区部落解放推進

委員会のメンバーだけでは担い切れないため、

全教区的な体制で準備を進める必要がありま

す。今後そのための実行委員会を立ち上げるこ

とになると思いますので、その際にはぜひご協

力をお願いいたします。その際、忘れてはなら

ない課題があります。それは、過去に関東教区

で開催された第8回全国会議（2002年開催）に

おいて、プログラムの中で性差別発言があり、

その事後処理をめぐって教団部落解放センタ

ーと教団内で性差別問題に取り組む人たちと

の間に不信感が生まれ、結果的に兵庫教区で行

なわれる予定であった第 10 回全国会議の開催

が凍結されたということです。限られたこの紙

面でそのいきさつのすべてをお伝えすること

はできませんが、この事実を「なかったこと」

のようにして全国会議の開催はできないと考

えます。会議の準備だけではなく、この課題と

反省点を共有することも同時に進め、全国会議

のプログラムに生かしていきたいと願ってい

ます。皆さんのご関心とご支援をよろしくお願

いします。	

7月 15日の礼拝後に「部落解放祈りの日」を

覚えて、アピールと祈りの時を持ちました。	

私たちは、この世の中で、人種や民族、出身

や職業、性など、様々な違いの中で生きていま

す。この違いを理由に傷つけられ、不利益を強

いられることが差別です。部落差別は「被差別

部落」と呼ばれる地域の出身や居住を理由に差

別されることです。現在でも結婚や就職に際し

ての身元調査や、インターネットでの憎悪表現

やデマ表現が後を絶ちません。 
私たちは、自分は差別行為をしていないから、

差別していないのでしようか。「祈りの日」を準備

しながら、自分にはまだ見えていない部分があっ

たことが、隣人を傷付け、差別を助長しているこ

とに気づかされました。関東教区では狭山事件・

石川一雄さんの再審無罪を願い、多くの方が祈り

つつ声をあげています。私も現地学習に 2回参加
しました。実際に行って気づかされること、石川

さんの叫びを直接聞くことの大切さを感じます。 

◇新・部落解放推進委員の自己紹介： 

新潟地区委員 三村 修（佐渡教会牧師） 

佐渡暮らし22年目。毎年	

夏に実施している非暴力トレ	

ーニング「佐渡ピース・キャ	

ンプ」も10年をこえました。	

差別している側の人間が心の	

扉を開こうという趣旨で始ま	

った「佐渡扉の会」の誕生以	

来、その活動に参加してきて、それも 10 年超

えです。よろしくお願いします。	

	

  

	

部落解放センター活動献金を 
おささげください！   

「部落解放センター」は、キリスト教関係者	

の差別事件が多発するなかで多くの信徒の	

祈りの中で生まれました。部落差別について	

考え、互いの痛みを分かちあい自らが変わろ	

うとする人びとが共に祈り支えあう解放へ	

の取組みに、ご支援をお願いいたします。	 	 	

今年度「関東教区の活動献金」目標は３５万	

円です。この目標が達成されるよう祈りを合	

わせましょう。	

	  

「部落解放の祈りの⽇」取組み例 

埼玉地区 埼玉和光教会 岩河宏美 

 

第 14回『部落解放全国会議』 

関東教区の開催受け入れについて 

教区部落解放推進委員 

  前橋教会牧師    川 上  盾 

 

関東教区部落解放推進委員会委員の連絡先 

委員長	 	 			 	 熊江	 秀一	 	 048-641-6148	

宣教部委員長	 	 飯塚	 拓也	 	 0297-64-3768	

教師部委員長	 	 羽島	 健司	 	 0284-41-7865	

新潟地区	 	 	 	 三村	 	 修	 	 0259-57-2359	

群馬地区	 	 	 	 川上	 	 盾	 	 027-231-3623	

栃木地区	 	 				大下	 正人	 	090-4459-5450	

埼玉地区	 	 	 	 後藤	 龍男	 	 0480-22-2424	

茨城地区	 	 	 	 山本	 安生	 	 0299-82-9169	

教会婦人会連合		阿久津マキ子	 028-624-1191	

協力委員	 	 	 	 丹波二三夫				

		〃	 	 	 	 	 	 岩河	 宏美	 	 048-485-9913	

部落解放センター運営委員		安田	 耕一	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		0276-25-0905	

															 	 	 	

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたには、わたしをおいて 
ほかに神があってはならない。」 

     （申命記５：７） 
 

Ｑ．2019 年、平成天皇の生前退位により代替わりが行な

われます。これは 200 年ぶりのことで、日本が近代国家

になってからは初めての体験です。前回の「昭和天皇死去 

→ 大嘗祭」の時のような「自粛ムード」ではなく、国内

が祝賀ムード一色になると思われますが、どんなことに

注意をすればいいのでしょうか？ 

 

Ａ．わたしたちキリスト者は、天皇を信仰の対象と

しての「神」だとは誰も思ってはいませんが、テレ

ビの一般参賀や園遊会の報道などによって皇室へ

の親近感をいつのまにか抱くようになっていない

でしょうか。個人的に皇族と親しい訳でもないのに、

皇族の結婚について親しみをこめて語り合ったり

する「空気」が醸し出されています。 

 しかし、明治維新の担い手たちによって統治原理

として採用される前は、民衆にとっての「お上」は

将軍でした。それがごく短期間に天皇を「家長」と

する家族国家が創り出されていきました。「大日本

帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス」（『大日本帝国憲法』

第一条）「天皇ハ神聖ニシテ侵スベカラズ」（同第三条）

といった価値観のもと、人心の操作は『教育勅語』

によって徹底され、国民は天皇のために戦争へとか

り出されて行きました。このプロセスは、現代でい

う「マインドコントロール」そのものです。 

 今回の「代替わり」もまた国民的イベントとして、

東京オリンピックによる「国威発揚」とも重なって、

新しい「国家主義」的な歩みへと人の心を誘導する

「マインドコントロール」の道具とされてしまう危

惧があります。 

 第二次世界大戦時、多くの教会では宮城（皇居）遙

拝や国民儀礼（日の丸・君が代）を礼拝の中に取り入

れ、自ら進んで戦争協力をすることで天皇制との信

仰的対決を避けました。この過ちを繰り返さないた

めにも、知らないうちに私たちの感性にまで入り込

んでくる「マインドコントロール」の巧妙な仕掛け

を洞察・吟味する必要があるように思います。 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．昭和天皇とは違って現天皇には直接の戦争責任はな

く、公務も過去の激戦地への慰霊の旅や、被災地への慰問

などソフトムードです。また折に触れて平和憲法の大切

さも語っていて、それが改憲勢力の暴走への歯止めとも 

なっています。そのような形での「象徴天皇制」を正面か

ら批判するのは難しいような気がしますが… 

 

Ａ．たしかに明仁天皇は「歴史に学び、憲法を遵守

する平和主義者としての姿勢」を持っているように

映るため、対決的な姿勢で天皇制を批判することに

違和感を持つ人もおられるでしょう。かつては天皇

制を批判していた政党の議員たちも、天皇制問題に

関しては柔軟な態度を取るようになってきていま

す。そこには改憲論議（特に憲法９条）が野党を含

めて避けられない時代状況の中、平和憲法護持のた

めに「象徴天皇制」についての論議は棚上げにする

という判断があるのかもしれません。 

 しかし、それは現天皇がそのような姿勢・認識を

持つ人物であったという「幸運」に由来するもので

す。「今なお存続する国家神道」（『国家神道と日本人』

島薗進 p.189）がうごめくこの国において、天皇自身

やその周辺に位置する人々の姿勢や認識によって

は、正反対の状況に至る可能性も払拭できません。

「不幸」にもそんな時代が来るとしたら、教会はか

つてのように信仰的対決を避けるのでなく、「まこ

との神を神とする」という信仰の立場から対峙して

いかなければならない。そう考えます。 

 

 

Ｑ．そうは言っても、現代の日本では天皇が戦前のような

「現

あら

人

ひと

神

がみ

」に回帰することは想像しにくいです。今の形

のままこれからも天皇制は存続していくことでしょう。

そんな中、キリスト者としてどんな視点で現代の天皇制

に向き合えばいいでしょうか？ 

 

Ａ．「象徴天皇制」の問題は、現行憲法の下において

も「実は国家神道は解体していない」という法制度

と実態にあります。神道が戦前のような「国民統合

の象徴」という宗教的機能を解消し、一宗教団体と
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しての活動にとどまるならば、それは「信教の自由」

の範囲に収まります。そのような中での天皇の存在

自体は、キリスト者にとっては何も問題はなくなる

でしょう。今回の代替わりに伴う様々な行事も、天

皇家の私的行事にとどまるならば、敢えて反対する

ことはありません。 

しかし神道祭祀としてのいくつかの大祭は、建て

前では天皇家の私的神事とされながらも、実際には

明らかな国家的行事として、神道式による祭事が行

われています。そしてこのことがマスコミの情報操

作など様々な「マインドコントロール」の道具によ

って、国民的支持をとりつけて広められています。 

先般、靖国神社の小堀邦夫元宮司が「天皇は靖国

神社を潰そうとしている」と発言したことが発覚し

て退任しました。ここには国家神道としての靖国神

社の護持こそが目的であって、そのためには天皇個

人の意思までも従属させようという姿勢がうかが

えます。また次期天皇の弟・秋篠宮が「宗教色の強

い大嘗祭は政教分離の点から公費からの支出では

なく、内廷会計（天皇家の私費にあたる）で賄うこ

とを提案したが、聞く耳を持ってもらえなかった」

と発言したことも話題になりました。当事者からの

提言を一顧だにしない宮内庁職員の姿勢。為政者に

とって「使い勝手のよい元首」を求める天皇制とい

うシステムの本質が透けて見えます。天皇を「神（的

なもの）」として担ぐことによって自己勢力を絶対

化し、目的を達成しようとする政治的な態度（ドラマ

『西郷どん』における「天子さま～」by岩倉具視）。ここに天

皇制問題の本質があります。そういう意味では、天

皇自身も天皇制の下で、不自由な立場を強いられて

いるのかもしれません。 

日本基督教団は今回の天皇代替わりにあたって

声明を発表しました（右記）。そこでは天皇が神とな

る儀式である「大嘗祭」を国の公的な行事として行

なうことへの反対の姿勢が示されています。天皇代

替わりの状況において、わたしたちキリスト者は、

真の信仰の対象を見誤ってはなりません。信仰告白

に堅く立ち続けるためにも、天皇制の問題をタブー

とせず、学習を深めてゆく必要があるでしょう。 
 

  一人の律法学者が進み出、･･･ 尋ねた。

「あらゆる掟のうちで、どれが第一でしょ

うか。」イエスはお答えになった。「第一の掟

はこれである。『イスラエルよ、聞け。わた

したちの神である主は、唯一の主である。』」 

           （マルコ12:28-29） 
 

 

 

＜参考資料＞ 

 

『天皇の退位および 

   即位の諸行事に関する声明』 

 

 2019年4月30日と5月1日に、現天皇の退

位および新天皇の即位が予定されています。私

たちは、これに関する諸行事、とりわけ大嘗祭

に国が関わることに、以下の理由により反対の

意志を表明します。 

 

１．天皇の退位および即位に際して行われる諸

行事において、本来は皇室の私的宗教行事

である大嘗祭まで国の公的な行事として行

うことは、国民に対して天皇が特別な存在

であるとのイメージを植え付け、天皇の神

格化を推し進めるものとなります。 

 

２．宗教行事である大嘗祭に国が関与すること

は、日本国憲法が保障する信教の自由およ

び政教分離の原則に反するものです。 

 

３．どのような名目であれ大嘗祭に関わる経費

に国費を支出することは、日本国憲法の政

教分離の原則に反しています。 

 

 私たちは、神以外の何ものをも神としてはな

らないとの聖書の教えに生きるキリスト者とし

て、天皇の代替わりに関する宗教的諸行事、と

りわけ大嘗祭に国が関わることに強く抗議し、

反対いたします。 

                             

２０１８年７月９日 

     日本基督教団総会議長 石橋秀雄 

 


